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編集委員会委員長 矢納 研二 

 

(1) 日本臨床細胞学会誌閲覧制限の廃止について 

 日本臨床細胞学会は、今まで以上に公益社団法人としての責任を果たすために、学会誌閲

覧制限を廃止することが 2022 年度第 4 回理事会に於いて決議されました。閲覧廃止は 2023

年 4 月 1 日から施行されます。今後、当学会誌を閲覧して頂く際に、パスワードの必要は

なく、学会ホームページから直接閲覧して頂くことが可能となります。 

(2) 非学会会員の共著者認定について 

 非学会会員の共著者登録は、現在の編集委員会では、原則として受理致しておりません。

ただし、投稿規定の「1. 投稿資格」に記載されているように、編集委員会で認められた場

合に限り、非学会会員を筆頭著者及び投稿者として認めるように定めています。2022 年は、

主に細胞検体採取を行って頂いたから、という趣旨で、非学会会員の担当臨床医を共著者と

して認めて欲しい旨の申し入れを多数受けました。これらに対し、現在の編集委員会の統一

見解は、検体を採取した通常の医療行為だけでは、論文化に際して、特別な貢献を果たした

ことにならない、との認識により、共著者として認めない、との統一見解を委員会内で共有

しています。今後の投稿にあたり、この点をご理解頂きますよう、宜しくお願い申し上げま

す。 

(3) 投稿時の画像入稿について 

本誌の印刷を担当して頂いている（株）インテルナ社様から、画像入稿時の要望を頂き

ました。以下に、その内容を記載致します。今後、投稿をされる際の参考にして下さい。 

本内容は、Q & A にも掲載予定です。 

 

 現行の投稿規定の電子ファイル形式では、写真・図のデータを TIFF、JPG、PDF形式で

別添するように推奨されていますが、現状では、組み写真の作成、矢印・スケールバー等の

作成の利便性から、Word・PowerPointで入稿いただくことが多いです。 

 弊社でも、上記の利便性を重視して、Word・PowerPointでの写真・図の入稿で、実用上

は問題ないと考えております。 

 ただし、できるだけ、Word・PowerPoint文書に下記の設定をしていただいたうえで、画

像データを挿入いただけますと、画像の劣化が起きづらいため、お願いできれば幸いです。 

 

●Word・PowerPointの画質劣化防止対策 

 

 下図のように、Word・PowerPointにて、「ファイル」→「オプション」を選択し「詳細

設定」→「イメージのサイズと画質」→「ファイル内のイメージを圧縮しない」にチェック



を入れてください。 

 

 

 

 

・「既定の解像度」は「高品質」を選択してください。 

・上記設定は、Word・PowerPointに画像を挿入する前に行うほうが確実です。 

 

●その他、写真・図に関する留意点 

 

・アルファベット、矢印、スケールバーについては、校正時に万一それらを移動・編集する

場合は、Word・PowerPoint内で「オブジェクト」として画像の上に配置していただくと、

編集作業が行いやすくなります。 

・同様に、組み写真の場合も、Word・PowerPoint内に画像を 1枚ずつ個別に挿入いただく

と、移動・編集作業はしやすくなります。 

・ただし、上記のような移動・編集作業が必要ない場合は、画像データに直接、アルファベ

ット、矢印、スケールバーを入れていただいて構いません。 

 

●個人情報について 

 

・CT画像、MRI画像内に個人情報が写り込んでいるケースがございますので、それらを隠

す処理を忘れずにお願いします。 

・本文──和文抄録──英文抄録間の表記不一致のケースで、下記のような個人情報に関わ

るリスクがある場合が見受けられますので、ご注意ください。 

不一致例 

本文：30歳代──和文抄録：30歳代──英文抄録：32 years old 

和文は患者の特定を避けるため「30 歳代」と表記していると思われますが、英文抄録で



は具体的な年齢となっている場合があります。 

 

(4) 共著者がいない場合の論文の投稿について 

 現在の J-STAGE システムでは、共著者を追加投稿情報で求めます。しかし、筆頭著者の

みの原稿の場合もございます。その際には、「共著者の会員番号を入力してください。

/Coauthor’s membership number」に「共著者なし」と入力してください。 

(5) 評議員の資格を喪失された会員の皆様方へ 

 評議員の資格を喪失された学会会員の皆様方で、マイページで査読委員の資格を消去し

て頂いていない方々が多くいらっしゃいます。実際に編集委員が査読を割り当てようとす

る際の障害になり得ますので、速やかにご自身で消去して頂きますよう、お願い申し上げま

す。 


